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れていたために、それらに基づき、新たに整
理作業を行い、現況の小文を発表させていた
だいた。なお、愛知大学が調査した古墳は川
田原古墳群のうちの15、16、22、23、24号墳
の 5基であるが、今回はそのうちの15、16号
墳の 2基をとりあげ、残りの古墳については
次回以降に紹介する。
２　川田原古墳群の位置と調査の経緯
　川田原古墳群は、新城市の西端、豊川市一
宮町（旧宝飯郡一宮町）と堺を接する川田原
台地（第 1図）の上にある古墳時代後期の群
集墳である。川田原台地は本宮山の東南山麓
から豊川右岸に形成された上位段丘が、2条
の河川によって浸食された東南に伸びる長さ
2.5㎞、幅500mの舌状の台地である。標高は
120mより60mに至る緩傾斜を示し、近世に
おいては採草地であったが、戦後開拓が行わ
れ、発掘調査時にはすでに各種の工場が進出
し著しい変貌をとげていた。
　川田原古墳群（第 2図）は、この川田原台
地の上半部にあり、当時の『愛知県遺跡地図』
（1972年、愛知県教育委員会）によれば、34
基を数えるが、発掘の時点では 9、10号およ
び第26号墳以下がすでに消滅し、23基が確認
されたのみであった。調査時には、この中の
第15、16、22、23、24号の 5基の古墳が破壊
されることになり、以下の発掘調査が行われ
ることになった。なお、川田原台地に川を挟
１　はじめに
　2011年（平成23）以来、郷土研究所では以
前から収蔵庫内に保管されていた遺物の整理
が進められ、大学が創設されて間もない時期
から、1960年代ころまでに発掘調査された貴
重な資料が再評価され始めている。2013年（平
成25）から 3回にわたって報告された桒原将
人「河原田遺跡発掘調査の記録」Ⅰ～Ⅲ
　（1）　
は、
それらの整理作業に基づく成果報告であり、
今回の報文もその一連の整理作業の中間報告
にあたる。
　川田原古墳群の発掘調査は1968年（昭和
43）に愛知大学歴史学研究室（歌川學教授、
当時）が、歌川學氏と大参義一氏（名古屋大
学考古学研究室）を担当者として新城市教育
委員会の委嘱を受け実施したものである。ま
た、筆者も1970年（昭和45）から73年（昭和
48）度まで愛知大学に奉職していた時に、そ
れらの遺物の一部を整理し、歌川學氏ととも
に報告書を発刊すべく作業を進めていたが、
刊行までには至らなかった。近年、玉井力教
授（当時）から、郷土研究所の遺物整理事業
として、その報告書を完成したいというお話
をいただいたが、調査を担当された歌川氏と
大参氏はすでに鬼籍に入られ、直接お話を伺
うことは不可能であった。しかし、幸いにも
歌川學氏の報文用の草稿や、発掘された遺物
および図面、実測図などの資料の一部が残さ
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第１図　川田原台地の位置
（□は第２図の部分を示す）
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　遺跡所在地　愛知県新城市川田字本宮道 8
　　　　　　　の52、53、147、158番地
　発掘調査の主体　新城市教育委員会
　調査員　歌川學（愛知大学文学部教授）
　　　　　大参義一（愛知大学講師、名古屋
　　　　　　　　大学文学部考古学研究室）
　　　　　愛知大学歴史学研究室学生
　（3）
　　　　　新城市郷土研究会員
んで隣接する西南方の豊川市一宮町には、ほ
ぼ同時期の炭焼平古墳群
　（2）　
があり、東南方の豊
川を挟んで新城市と豊川市の境界に位置する
吉祥山から西に延びる尾根上には、積石塚の
旗頭山古墳群が分布している。
　川田原古墳群の調査要項
　調査古墳名　川田原15、16、22、23、24号
　　　　　　　墳
新城市川田原古墳群の発掘調査報告Ⅰ（ 2 ）
写真１　16号墳（左）、15号墳近景（調査前）
第２図　川田原古墳群の位置
－ 145－
新城市川田原古墳群の発掘調査報告Ⅰ （ 3 ）
　　　　　新城市小、中、高校教員および生
　　　　　徒有志
調査期間　測量　1968年（昭和43）3月 6、7日
　　　　　発掘調査　　　　　 3月19～28日
３　川田原古墳群の研究史
　川田原古墳群は1972年（昭和44）発行の『愛
知県遺跡地図』には34基の古墳が記されてい
るが、この古墳群はかなり以前から知られて
いたようである。夏目邦次郎『大昔の新城』
1957年（昭和32）によると、この古墳群は開
墾された台地にある一群（第 1地点）と、奥
の山裾にある松林から続く山の斜面を利用し
た一群（第 2地点）からなる。1948年（昭和
23）ころに中島好次氏が調査した時はあわせ
て36基あり、1952年（昭和27）に牧野彦一氏
が調査した時は第 1地点に20基があったとさ
れ、1959年（昭和32）に夏目邦次郎氏が調べ
た時は第 1、第 2地点あわせて24基の古墳が
確かめられている。夏目氏の指摘する第 1、
第 2地点の古墳が現存のどの古墳に相当する
か、図面がないので、比定できないが、愛大
の調査時には、山の上方から裾部にかけて並
ぶ34基の古墳のうち 9、10号および26号から
34号までの古墳が消滅し、当時は23基の古墳
が確認されている。
４　川田原第15号墳
　古墳の概要
　15号墳は、次に記す16号墳とともに川田原
台地の南西の縁辺にあり、その間隔は約30ｍ
である。周囲の旧状は南西に向いた緩斜面の
雑木林であったが、調査時には開墾のために
古墳周辺の表土は約 2ｍ近く削られ、古墳の
みが直径約4.5ｍの島状に残されていた。と
くにこの15号墳は羨道が削り取られ、玄室は
奥壁を含めて、石室の奥部まで破壊されてい
た（写真１）。島状になった地表上には側壁
の上部と思われる石塊が散乱し、天井石もか
なり以前に運び去られたと思われる。このよ
うな状態のために、墳丘の規模、外部施設に
関しては全く不明である。
　発掘日誌抄
　 3 月19日　午前中に発掘開始。南北方向に
調査を進め、東側に側壁が現れる。西側壁は
まだ不明。羨道部はブルドーザーにより削り
取られており、不明である。午後は作業中
止。
写真３　15号墳石室（玄室入口付近）
写真４　15号墳石室（東壁）
写真５　15号墳石室（西壁）
第３図　15号墳石室 平面略図（発掘日誌より）
写真２　15号墳石室（玄室から羡道を望む）
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　 3 月22日　表土より約80㎝掘り下げ、石室
の床石を確認する。北部の東壁付近の床石直
上で銀環を発見する。敷石は前庭部には認め
られない。西側壁を確認する。石室は、西壁
は垂直に近く、東壁は上部が大きく内側に迫
り出す構造であることが分かる。
　 3 月23日　両側壁および詰石を実測する。
詰石部分から土師器などの小土器片を採集す
る。昨日の銀環と対になる、もう 1個の銀環
が昨日の出土地点付近で出土する。
　 3 月24日　詰石の断面図を作成する。敷石
の平面図と断面図の作成を行う。前庭部で鉄
鏃の柄部 2個を検出する。
　 3 月26日　床石を清掃し、写真撮影を行う。
西部側壁の実測を行う。
　 3 月27日　敷石を剥がし掘り進める。排土
中より鉄鏃の柄部を採集する。午後、全作業
終了する。
　内部構造
写真６　16号墳付近現況
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　15号墳の石室は前述のごとく奥部を欠き、
全体としての規模は明らかにできない。主軸
は北（磁北）より東に約30
　（4）
°偏し、石室の残
存部は3.1ｍである。しかし、この欠損部は
さして大きくないとものと思われ、次の16号
墳とほぼ同様の小規模のものであろう。幅も
0.8ｍと狭く、奥壁に向かってさらに狭まっ
ているようである。玄室と羨道の区分は明瞭
でない。しかし、詰石より 1mの所からやや
東側に張り出し、また、ここから敷石が施さ
れていて、不明瞭ながらも片袖式のプランの
ようである。
　高さは天井石と側壁の一部を失っているた
めに知りえないが、残存部の高さは0.7～0.8m
である。側壁は東壁において上部が強く張り
出し、場所によっては0.3mもの張り出しが
みられ、崩壊の危険を感じた程であった。恐
らく築成後の変形によるものと思われる。
　閉塞は下部に 2個の大石を置き、その上に
4段の石組みを置き、その前面に土盛りをし
て更に石を載せている。なお、古墳のマウン
ドおよび周辺の地形の測量図は現在のところ
未発見なので、収録することができなかった。
また、石室の実測図も所在不明なので、やむ
を得ず、当時の発掘日誌に記された略図（第
3図）と、写真図版（写真２～５）を掲載した。
　出土遺物
　15号墳の石室は損傷が激しく、出土遺物の
多くは持ち去られたようで、今回石室内で発
見されたのは銀環 2個と、土師器の小片10数
個および鉄鏃の柄 2個であった。
　銀環（第６図－ 25、26、写真11 － 1，2）
は東壁近くの北部、おそらく被葬者の頭部が
置かれた敷石の直上と、石の下から検出され
ている。いずれも銅製で鍍銀され、径2.3㎝で、
25は厚0.7㎝、26は厚0.8㎝である。
　鉄鏃はいずれも柄部の断片で 2点は前庭部
から出土し、1 個は残長7.7㎝、幅0.7㎝、も
う 1 個は残長2.7㎝、幅0.7㎝で、さらに発掘
した土の中でも断片が 1点採集されている。
５　川田原第16号墳
　古墳の概要
　16号墳の墳丘（写真１）は、15号墳とほぼ
同様な事情から明らかにしえない。しかし幸
いにも削土は奥壁の所で留められ、上部の石
は、恐らくブルドーザーの衝撃で二つに割れ
ていたものの、旧状を残し、石室の規模を知
ることができた。しかし、2014年（平成26）
に現地を踏査した時は、すでに原型をとどめ
ておらず、雑木林（写真６）と化していた。
　発掘日誌抄
　 3 月19日　古墳の外郭を確認する。天井石
は抜き取られたようで、マウンドの中央はほ
ぼ南北に窪む。西側壁の上部を検出し、それ
に沿って壁を掘り進む。東側壁は船底形に迫
り出し、上部の壁が崩れているので、概要を
確認できないが、推測しながら30㎝程度掘り
下げる。奥壁の鏡石はマウンドが削平されて
いたため露出している。
　 3 月22日　奥壁を裏面より実測する。石室
の上に１×２ｍの発掘区を 5区設け、石室の
検出作業を進める。
　 3 月23日　石室内を約85㎝まで掘り下げる
とともに、羨道部の詰石を実測する。石室内
から管玉 3個と鉄鏃、鉄製品、山茶碗が出土
する。
　 3 月26日　石室内を完掘し、敷石を清掃す
第４図　16号墳石室実測図
第５図　16号墳石室内遺物出土状況図
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写真８　16号墳遺物出土状況（石室南隅）
写真９　16号墳石室（東壁）
写真10　16号石室（西壁）
写真７　16号墳石室（羨道部から玄室を望む）
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る。雨天のため作業は難航する。石室内から
勾玉 1 個、管玉 2 個、小玉 4 個、鉄刀 1 個、
鉄斧Ⅰ個、土器片が出土する。
　 3 月28日　敷石の清掃を完了し、床面の平
面図を作成する。16号墳石室の横断面、縦断
面、東側壁、西側壁、詰石の実測図の作成を
完了する。写真撮影も完了、調査を終了する。
遺物は、石室の入口付近の東西両隅から坏、
坩、提瓶、広口壺が出土し、中央部で金環、
鉄鏃が出土する。
　内部構造
　中軸を北（磁北）より東へ約 30°偏した横
穴式石室であり、石室の全長 3.85m、最大幅
1.3m、入口で幅 1.2m、奥壁部で幅 1.1m の、
やや舟形のプランを有する（第 4図、写真７）。
天井石はかなり以前に除去されたものと思わ
れ、地表には側壁の石が散乱している。築成
当時の石室の高さは不明であるが、現存する
側壁の最上部（現在の地表と一致）まで 1.05m
である。
　奥壁は 2個の扁平な石よりなり、下部のも
のは最大幅1.25m、高さ0.65m、厚さ0.28mで、
地山をかなり掘り込んで据えられ、この上に
幅1.0m、厚さ0.08～0.13mという極めて薄い
石を載せている。この上部の石は、余りにも
薄いために前述のように削土の際の衝撃で縦
に二つに割れていた。
　側壁は0.4～0.8m×0.12～0.35mの山石を横
 　　　　　　    　　　　　　
第 6図　15,16 号墳出土遺物実測図 (25,26 のみ 15 号墳出土 )(27,28,29 は縮尺 1/4，他は 1/3)
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積みとし、詰石を用いているが羨道部との区
分はない。持ち送りの手法と、後世の変形の
ためか上部は著しく狭くなり、床面の最大幅
1.2mに対し、上部では0.7mの部分もあった。
羨道部では下部に石を用いず、石積みの底面
はかなり急速に上に向かう（第４図、写真 9，
10）。
　床面は最大で0.4m×0.25m、概ね0.2m×
0.15mの扁平な山石を敷き、羨道部の直前が
疎らとなる以外、前面に敷き詰めている。敷
石の上に、とくに中央部より前半にかなりの
石が散乱していたが、これは側壁または上部
から落下したものと思われ、二次的な敷石と
は認められなかった。
　羨道部との区分は、床面に0.85m×0.3m、
厚さ0.25mの石を置くことによってなされて
いる。なお、この石の上面は床面より0.12m
高くなっている。羨道部の長さは現存する側
壁からみれば1.6mである。
　羨道部の閉塞は境界をなす石の上に、現存
では 6段にしてなされ、ほぼ羨道部のほとん
どを塞いでいる。
　出土遺物
　16号墳の出土遺物（第 6図、第７図、写真
11～14）は、金環 2個、勾玉 2個、管玉 9個、
小玉11個、鉄斧Ⅰ個、鉄板片 1個、鉄鏃片多数、
須恵器 4個（坏、坩、広口壺、提瓶）、土師
器小片 1個、山茶碗 1個などで、鉄鏃類は小
破片が多く個数を確定することは困難であ
る。これらのうち玉類と刀子は玄室中央より
奥壁寄りに、金環はほぼ中央部で出土し、鉄
器類も多くは中央部から奥壁寄りに出土し、
土器類は玄室の入り口近くの両側壁付近から
出土している（第５図）。また、山茶碗は石
室の埋土を除去する際に床面近くから発見さ
１、２　銀環
３、４　金環
５、６　勾玉
７～11（左上段）　管玉
12～15（左下段）管玉
16～21（右上段）小玉
22～26（右下段）小玉
（23～26はガラス製）
写真13　16号墳出土遺物（鉄器類）
1
2 3
8
4
9
5
10
6
11
7
12 13
14 15 16 17 18
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とは不可能なものが多い。現状で撮影可能な
ものを、その他の鉄製品も含めて図版に一括
して掲載した。出土地は、遺物台帳の記載か
ら、多くは石室中央部から奥壁寄りにかけて
散布していたようである。復元すれば総数は
数十本に及ぶとみられる。それらのうち形状
をうかがえるものを次に記す。　写真13－1
は推定長15.9、最大幅0.9、厚0.3㎝、３は推
定長19.3、最大幅0.7、厚0.4㎝、４は最大長
11.2、最大幅2.1、厚0.4㎝、５は推定長10.3、
幅0.4、厚0.15㎝、６は推定長9.85、最大幅2.0、
厚0.6㎝、８は推定長8.3、最大幅2.7、厚0.3㎝、
９は推定長7.05、最大幅1.4、厚0.3㎝、10は推
定長14.1、幅0・5、厚0.3㎝、11は推定長14.7
最大幅、1.0、厚0.4㎝、12は推定長11.9、幅
0.6、厚0.3㎝、13は推定長13.5、幅1.4、厚0.4
㎝、14 は推定長12.5、最大幅1.1、厚0.3㎝、
15は推定長9.25、幅 1.1、厚0.3㎝、17は推定
長12.75、幅1.8、厚0.35㎝、18は推定長13.3、
最大幅1.9、厚0.3㎝である。
　これらの鉄鏃は、細根式と平根式の 2 種
類があり、細根式は 1、3、10、11、12、13、
平根式は 4、６、8などである。
　なお、写真13―２の鉄製品は、残長11.1、
幅1.4、厚0.35㎝の小形品で、刀子とも考えら
れる。また、写真13―16は縦5.9、横 7.3㎝の
板状品で短甲の一部の可能性がある。
　土器類（第 7図、写真14）
　石室内で出土した土器類のうち形状のうか
がえるものは、須恵器 4個、土師器片 1個、
山茶碗Ⅰ個である。
　須恵器　　坏、坩、広口壺、提瓶各 1個で、
坏、坩、提瓶は石室入口の南隅の床上から塊っ
て出土し（写真８）、広口壺は石室入口の南
西隅、やや北よりの側壁付近で床上から出土
した。
　坏（第７図―１、写真14－１）　完形の坏
の身部で、高 5.0～5.7、口径9.8、胴径10.8㎝で、
口頸部はやや外向きに立ち上がる。胴部は箆
で調整され、底部は平底で、箆削り跡がみら
れている。
　金環（第６図－23、24、写真11－3、4）　
石室ほぼ中央部で東寄りのところから、2個
がやや離れて出土した。ともに銅製で鍍金さ
れている。23は縦3.1、幅2.8、厚0.75 ㎝、24
は縦3.0、幅2.8、厚0.8㎝である。
　勾玉（第６図 1、2、写真11－5、6）　石室
中央部とやや奥壁より 2個出土した。ともに
メノウ製で、1 は長さ2.8、厚 0.9㎝で、孔は
双方から穿っている。2は長さ3.0、厚 0.55㎝
で、孔は一方から穿っている。
　管玉（第６図―3 ～ 11、写真11－7 ～ 15）
石室の中央より奥壁よりから 9個出土してい
る。碧玉製で、法量は最長（8）で3.2、最小（11）
で2.1㎝、直径は最大で1.2、最小で0.8㎝であ
る。
　小玉（第６図―12～22、写真11－16～26）　
管玉とほぼ同じ位置から出土している。碧玉
製 7 個（12～18）とガラス製 4 個（19～22）
の 2 種類がある。碧玉製は径0，7から0.6㎝、
ガラス製は紺色と淡緑色のものがあり、径は
0.45から0.3㎝である。
　鉄斧（第６図―27、写真13－7）　鍛造製で
撥形を呈する。長さ11.5、刃部の幅 7.2、厚4.0
㎝で、銎部は縦3.2、横4.4cmである。
　鉄刀（第６図―28、29、写真12）　直刀で、長、
短の２口がある。いずれも現状は錆化が激し
く、原形を復元することは困難である。長い
方（28）は東壁の中央部床面から出土し、発
掘当初の実測図から推定すると鋒部、中央部、
柄部の３片に別れ、それらの鉄片の長さを合
計すると74.5㎝となり、実際は80㎝前後のも
のと推定される。柄部には目釘孔と釘の一部
が残存し、基部には責金具が付着する。小刀
（29）は中央部よりやや奥壁寄りに出土して
いる。当初の実測図によれば残長31.5㎝、最
大幅は2.7㎝で、基部には責金具が残り、柄
部には目釘孔がみられる。
　鉄鏃（写真13－1～18）　鉄鏃の現状はすべ
て断片で錆化が進み、元の状況をうかがうこ
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えられる。山茶碗は渥美窯または湖西窯の製
品で13世紀、鎌倉時代のものとみられ、出土
状況から、墳丘上から石室内に混入したもの
と考えられる。
６　小　結
　川田原古墳群は、かつて34基以上存在して
いたと考えられるが、1968 年（昭和43）当
時の愛知大学が調査した時点で、すでに 9、
10号および26号以下34号までの11基が消滅し
ていた。川田原古墳群は本宮山の東南山麓か
ら豊川にむかって伸びる舌状台地上に位置
し、概ね上方の山麓の裾部に営まれた 1号墳
から14号墳までの一群と、その下方のやや傾
斜が緩やかな斜面に営まれた15号墳から25墳
からなる中央の一群、およびそれより下方の
26号墳から34号墳までの、現在は消滅した９
基の古墳群に分類される。15号墳と16号墳は
中央の古墳群に属し、さらにその中でも中西
部に位置する15号から20号墳までの 6基の古
墳群の中の 2基である。
　15号墳と16号墳の間隔は約30mと隣接する
が、両古墳とも調査時には石室周辺を残すの
みで、島状に削平され、本来の墳丘部は消滅
していた。また、天井石もかなり抜き取られ、
石室内は盗掘されていた。とくに15号墳の損
傷は激しく奥壁は消滅し、遺物も銀環 2個と
土師器や鉄鏃の破片が若干検出されたのみで
あった。両古墳とも側壁は残存していたが、
残念ながら15号墳の石室の実測図は紛失して
いるので正確な情報を知ることができない。
発掘日誌の記録などから類推すると、両古墳
はほぼ同じ規模を有し、西側壁は垂直に近く、
東壁は天井部に向かって持ち送り法で迫り出
すように築造されている。
　遺物は、15号墳は銀環 2個と鉄鏃片および
土師器の断片であり、16号墳に金環と各種の
玉類、鉄斧、鉄鏃などの鉄器、および須恵器、
土師器片などが出土している。古墳の築造年
代は16号墳出土の須恵器から 7世紀前半とみ
れる。
　坩（第７図―２、写真14－２）　口頸部の
上部を欠失する。残高11.8、胴径12.4㎝で、
口頸部の内側には浅い沈線が 2～ 3条施され
ている。胴部の下半部には空気が入り膨張し
た部分もみられる。底部は丸底をヘラで削り、
平底に近付けている。
　広口壺（第７図―３、写真14－３）　完形
品で、高12.8、口径11.3、胴径14.5、底径5.3
㎝である。外反する口縁部の内側にはやや窪
みがあり、胴部の中央部付近に浅い沈線が 2
条めぐる。胴の下半部はヘラで調整され、底
部はヘラで平たく削られている。
　提瓶（第７図―４、写真14－４）　口縁部
は一部を除き大部分を欠失する。高21.8、口
径（推定）7.2、胴径15.3㎝で、口頸部は外反し、
口縁部には 1条の突帯を巡らす。胴部は扁平
な半球部と緩やかに膨らむ半球部を繋ぎ合わ
せ、接合部には叩き目を施している、また両
半球部ともロクロの挽目がよく見られる。
　土師器片（第７図－５、写真14－５）　石
室の入口よりやや中央部寄りで、埋土中から
発見されている。小破片であるため、全形を
復元することはできないが、高坏の脚部上部
と坏部の中央部に繋がる部分に相当する。法
量は残高3.5、坏部の残存部径3.7～3.9㎝であ
る。
　山茶碗（第７図―６、写真14－６）　石室
中央部よりやや入り口寄りの埋土の中から出
土している。全体の約 5割を欠失し、口縁部
の一部も欠失する。高4.9、口径14.3、底径6.5
㎝で、胴部の全面にロクロ跡が残り、高台は
削り出して作り出し、底部には糸切り痕が残
る。
　以上の土器類のうち須恵器は石室の入口の
両隅部の床上から出土しているので、埋葬時
の状態を留めていると考えられる。湖西窯の
製品の可能性が高く、年代は 7世紀前半ころ
とみられる。土師器は小片なので、詳細は分
からないが、須恵器に準じて副葬されたと考
－ 157－
られ、15号墳も16号墳に近接し、石室の構造
も類似しているので、それに準じる年代と考
えられる。今回の15、16号墳の川田原古墳群
の中の位置付けについては、残りの 3基の古
墳の報告の際に改めて考えてみたい。
　なお、今回の報文は、発掘当時に愛知大学
が作成した図面や写真および、その後に整理
された実測図と、歌川學氏が執筆され、新城
市教育委員会へ提出される予定であった草
稿（本稿の２川田原古墳の位置と調査の経
過、４　川田原第15墳の古墳の概要と内部構
造、５　川田原第16号墳の古墳の概要と内部
構造）をもとに出土遺物などの項目を追加し
て作成したものである。歌川氏の草稿には変
更、加筆された部分もあるが、文責は筆者に
ある。
　また、図面や遺物の再整理、実測図の作成、
写真撮影などにあたっては、玉井力（郷土研
究所非常勤所員）、廣瀬憲雄（郷土研究所所
員）、桒原将人（郷土研究所研究員）、森田亮
子（郷土研究所臨時職員）、朝倉留美（郷土
研究所臨時職員）の各氏ご協力いただいた。
また土器の年代については尾野善裕氏（奈良
文化財研究所）、参考資料や文献については
岩原剛氏（豊橋市文化財センター）にご教示
いただいた。ここに記して感謝の意を表しま
す。
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